
水産工学研究所の名称変更と令和２年度一般公開中止のお知らせ 

 

 昭和５４年に発足した水産庁水産工学研究所は、平成１３年に独立行政法人水産総合研

究センター水産工学研究所、平成２８年に国立研究開発法人水産研究・教育機構水産工学研

究所と名称を変更しながらも、世界でも例を見ない水産と工学の融合した国立の研究機関

として４０年以上にわたり邁進しきました。 

 さて、この７月２０日付けをもちまして、施設名称としては国立研究開発法人水産研究・

教育機構神栖庁舎および館山臨海施設となり、組織としては同機構水産技術研究所管理部

門神栖拠点および環境・応用部門水産工学部が配置されることとなりました。 

 今後も引き続き、漁港・漁場の整備、漁業・養殖業の生産性、効率性、安全性の向上に関

する研究開発を推進し、豊かな海をミライにつなぐ技術開発に努めて行く所存です。 

 一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、本年度の一般公開は諸般の状況を鑑み、中止とすることとしました。研究成果等に

つきましては本Webページ等で発信して参りますとともに、来年こそは一般公開を開催し、

皆さんと元気でお会いできることを祈念しています。 
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